
教科 重点課題 取組 発展的取組

国語 「書くこと」の指導の充
実

・各授業時間における学びの言語化
・単元ごとの学びの言語化

「総合的な探究の時間」をはじめとし
た他教科における「書くこと」に関す
る技能の活用

地理歴史 グループワークによる
主体的な学びの充実

・一人一台端末を活用した授業の実践
・各単元の最終課題で、協働学習による
探究的な活動を実施

・Teamsを活用した主体的な協働学習を
授業に取り入れるとともに、Formsを活用
した振り返り学習を行う。

公民
課題解決型授業によ
る主体的な学びの充
実

・一人一台端末を活用した授業の実践
・各単元の最終課題で、グループ協働学
習による探究的な活動を実施

・問題解決の過程を振り返って考察を深
めたり、評価・改善したりしようとする態度
の評価を取り入れる。

数学
・粘り強く考え，数学
的論拠に基づいて判
断しようとする態度を
育てる

・事象を数学的に捉え，数学の問題を見
いだせる教材の開発
・問題解決の過程において，論理的に考
察する活動を重視した授業の実施

・学ぶ過程で，様々な工夫や驚き，感動を
味わい，数学を学ぶことの面白さや考え
ることの楽しさを味わうことができるような
内容に取り組む。

理科
科学的な考え方・見方
を働かせた理科の活
動

基礎的な理科的な見方・考え方を身に
付けるために、義務教育で扱った内容
の復習も含めた授業の実施

学習した内容を踏まえ、課題に対して
個々に理論的な考えが出来る。

保健体育 運動や健康に対する
課題の発見

・多様なスポーツの実施
・体力を向上させる授業の実施
・健康,安全に関する専門的知識の習得

・体つくり運動,器械運動,陸上競技,球技,
ダンス,体育理論の実施
・グループワークを取り入れた多角的な
授業の実施
・スマートスクール端末の活用

芸術 心豊かな感性を高め
る

・多様性の理解
・創意工夫した表現

・自分や社会にとっての芸術のかかわり
に対する検討
・時代背景に注目し、社会、思想、哲学等
においても広く世界を知る気づきとなる授
業の実施

英語 「話すこと」の指導
の充実

・授業開始１分間、「話すこと」につ
いての活動を実施
・学期に２回パフォーマンステストを
実施

・一人一台端末を活用し、Power Point等
を用いたプレゼンテーションの実施。
・実際のコミュニケーションの場面を想定
したＡＬＴとの言語活動。

家庭 自らの生活の主体的
な創造に向けた指導

「グローバル化」と「サスティナビリ
ティ」の認識

多様な視点を持って、多様な価値観の
中から自分の価値観をつくっていける
ような取り組み。

情報 「課題解決」につな
げる実習の充実

・課題解決型実習を多く実施
・社会課題の解決を題材とした実習教
材を導入
・各単元、グループ（協働学習）によ
る探究的な実習を実施

・プログラミングコンテストに参加
・情報で学ぶ技術の実社会での活用に
ついて学習

商業 「会社での実践力」
ビジネスで使われる、コンピュータの
操作やビジネスマナーについての体
験・実践

・MOS検定協会の受検
・秘書検定、日商簿記の最初の導入部
分の学習

家庭
子どもへの関心・興
味を高め、理解を深
める。

・映像や実物の積極的利用。
・折り紙・描画や玩具の制作を実施

・制作した作品の活用。
・日常生活で子どもとの積極的な触れ
合い。

情報 「課題解決」につな
げる実習の充実

・課題解決型実習を多く実施
・社会課題の解決を題材とした実習教
材を導入
・各単元、グループ（協働学習）によ
る探究的な実習を実施

・プログラミングコンテストに参加
・情報で学ぶ技術の実社会での活用に
ついて学習

福祉
社会福祉・介護福祉
に関する知識・技能
の習得

・社会福祉・介護福祉に関する諸課題
についての議論
・福祉問題の解決能力や実践的な態度
の涵養

・様々な福祉テーマについてのグルー
プワーク、レポート、発表
・車イスやアイマスク体験などを通じ
た日常生活上の困難や課題への理解及
び解決方法の検討

体育
球技の推進及び発展
に向けた多様な関わ
り

・体力を高める運動の実施
・ｺﾞｰﾙ型,ﾈｯﾄ型,ﾍﾞｰｽﾎﾞｰﾙ型,ﾀｰｹﾞｯﾄ型
の実施

・練習方法,試合方法を考えさせる授業の
実施
・スマートスクール端末の活用
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